
Ａ 
行動 Action 

3.11 以降、“復興”を信じ、 

献身犠牲の精神を 

行動に表してきました。 
 

 

生徒会が『エコキャップ（ペットボ

トルのふた）』を回収しています。そ

のの売上金は現在、被災地の義援

金になります。 

 

Ｃ 
意思疎通 Communication 

被災地の実情をネットで 

伝えました。友情を育む 

コミュニケーションは大切です。

 

『Wring プロジェクト「わたした

ちにできること」 in OSAKA』に

参加した大阪の高校生が、台風２

号のあいにくの天候の中、支援金

66,755 円を集めて下さりました。 

 

大阪の参加者と Skype を繋ぎ、 

お互いにエールを送りました。 



Ｔ 
協力 Teamwork 

一人ではできないことでも、 

みんなで協力すれば 

より大きな成果が得られます。 
 

 

震災直後から教職員に協力を得

て、被災生徒を支援するための文房

具を集めました。 

 

そのうちの一部が、ＯＢの勤める

幼稚園に寄付されました。 

Ｉ 
国際的 International 

本校ＯＢの働きが 

国際的にも評価されました。 

“地球は一つ”を実感します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



Ｖ 
奉仕 Volunteer 

「隣人を愛しなさい」との奉仕

の教えを、自然に、 

自発的に、具体化します。 
 

 

『Messenger311』 

避難所で生活している方々のも

とを直接訪問し、必要としている

物資に関する聞き取り調査をして、

ネット上で発信するボランティア

を始めました。 

詳しくは映像等、各方面での報

道を御覧下さい。 
 

Ｅ 
環境 Ecology 

“再生の鍵”は身近にあります。

与えられた環境を 

大切に活用いたしましょう。 
 

 

校地の緑化に加え、本校の南校

舎には『太陽光発電システム（ソ

ーラーパネル）』が設置されてます。

 

ここで得られた電力は、礼拝堂

（第２部・全体会が行われた会場）

の照明に用いられています。 


